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成 果 の 概 要 
 

京都大学フィールド科学教育研究センター 
研究員 渡部俊太郎 

 
＜学会の概要＞ 
国際植物学会議（International botanical congress）は 植物科学の分野における世界最大の

学術団体である。６年に一度大会を行っており、今年は中国の深センにおいて大会が開かれた。

深センは近年急速に発展を遂げている地域であり、町の様々な場所に学会関連のポスターや広

告が見られ現地の興奮の大きさを肌で感じた。大会は大会期間を通じて 110 カ国から 7300 人

が参加しており、大きな盛り上がりを見せていた。発表内容は植物に関連する科学を幅広く扱

っており、分子生物学、生理、系統、分類、生態、進化まで様々な分野の研究発表を聞くこと

ができた。大会は 45 の基調講演およびキーノートレクチャーと 220 のセッション、そしてポ

スターセッションから構成されていた。これらの発表の合間に休憩時間が設けられ、コーヒー

やお菓子が無料で提供され、その時間をつかって研究者間の交流を広げる良い機会となってい

た。 
 
＜参加・発表成果＞ 
私は今大会において「Asymmetrical mating pattern and reproductive success of Machilus 
thunergbii 」というタイトルでポスター発表をおこなった。この発表では日本の代表的な常

緑樹であるタブノキの花に午前中に♀になり午後に♂になる株と、その逆に午前中に♂になり

午後に♀になる株の２つタイプが集団の中に存在することを報告するとともに集団における

株の比率の偏りが非対称な繁殖成功を引き起こすことを報告した。発表に対しては、中国、ア

メリカ、イタリア、メキシコ、台湾など様々な国の人が関心を示してくださり、特に類似の現

象が精力的に研究されてきた中国とアメリカの研究者から様々な助言をいただくことができ

た。どの方も私の拙い発表に対して非常に親切にコメントをしてくださり、特に今後研究を発

展させるためにどのような調査や実験が必要なのかについてのコメントをいただけたことは

大変ありがたかった。いただいた助言の数々は現在執筆中の論文の内容を向上させる上で大変

役立っている。また、その機会に昨年国際誌に発表した論文の別刷りを渡すことも出来、交流

を広げることができた。 
発表以外では、私自身の研究テーマと関連する進化・生態分野のセッションに多く参加した。

これまで教科書や論文を通じて名前を知っていた研究者の発表を直接聞き、最新の研究成果に

触れることで多くの刺激を受けることができた。特に植物の自家受粉率の地理変異を、これま

で提唱されてきた「繁殖保証仮説」ではなく分布拡大の際に生ずる遺伝的浮動の大小によって

説明しようとするバージニア大学のグループの発表は大変面白く、刺激的であった。その後の

時間をみつけて発表者に質問させていただくことができ多くのことを教えていただいた。また、

私は現在樹木の葉フェノロジーをシミュレーションによって予測するプロジェクトに雇用し

ていただいており、樹木の葉フェノロジーを調べた研究についてもいくつかの発表を聞き、現
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在のプロジェクトにも役てることができる情報も得ることができた。特に植物園での植え替え

実験の結果を報告していたドイツのグループの研究は、私たちのシミュレーションの予測とも

整合的な結果であり、大変興奮した。 
学会の本大会のほかに現地の森林の見学にも参加した。現地の研究者から丁寧な説明をしてい

ただき非常に勉強になったほか、日本と共通して分布している植物種もあり、刺激的な時間で

あった。また、学会の本大会とことなり少人数での見学会であったことから外国の研究者とも

より長い時間、話をすることができ、お互いの国の植物や風土について話をする大変良い経験

になった。 
私自身は、初めての国際会議参加となったが、多くの国の人と議論し、自分自身の研究を改め

て見つめなおす良い機会となった。特に、現在世界各地で行われている研究の成果を目の当た

りにして、自分がこれから何をしていくべきなのか、どういった問いに向き合うべきなのかを

考える素晴らしい時間であった。今回の学会で得た刺激を日本での研究活動に生かし、また機

会があればこの学会に参加したいと感じた。 
 
 


